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(

柿)

会
長
以
外
の
方
と
分

担
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
？

(

佐)

そ
れ
で
も
良
い
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
現
状
、

会
長
の
役
目
に
な
っ
て
い

る
。

(

柿)

昔
は
会
長
に
な
り
た

い
方
も
い
た
ん
で
し
ょ
う

ね
。

(

佐)

い
た
と
思
う
。
長
期

で
任
に
つ
く
人
も
い
た
よ

う
だ
が
、
そ
れ
も
問
題
が

あ
り
、
現
在
は
任
期
が
最

長
2
期
ま
で
と
い
う
会
則

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
や

る
人
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
町
会
に
加
入
す

る
人
が
減
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

(

柿)

町
会
に
加
入
し
て
も

ら
う
た
め
の
ア
イ
デ
ア
が

あ
れ
ば
と
思
い
、
こ
の
推

進
会
議
に
参
加
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
の
で
は
？

(

佐)

町
会
に
入
る
こ
と
で

も
ら
え
る
、
分
か
り
や
す

い
特
典
み
た
い
な
も
の
が

あ
れ
ば
い
い
の
か
も
し
れ

な
い
ね
。

(

柿)

今
は
、
町
会
加
入
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
特
に
何
も

な
い
で
す
か
？

佐藤 昌寿 氏 × 柿島 孝行 氏
南大沢町会 町会長 地域住民（由木マルシェ運営）

interviewee interviewer

(

柿
島
氏(

以
降:

柿))

佐
藤
さ
ん
は
南
大
沢
町
会

の
会
長
を
や
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
町
会
の

こ
と
は
、
会
長
に
な
る
前

か
ら
よ
く
知
っ
て
い
ま
し

た
か
？

(

佐
藤
氏(

以
降:

佐))

い
え
、
三
役
の
役
員
に
な

る
ま
で
町
会
に
は
あ
ま
り

関
与
し
て
い
な
か
っ
た
ん

で
す
。
昔
か
ら
南
大
沢
に

住
ん
で
い
る
人
は
町
会
に

入
っ
て
い
て
、
役
員
の
話

が
い
つ
か
来
る
か
も
し
れ

な
い
と
は
思
っ
て
は
い
た

け
れ
ど
。
役
員
に
な
り
会

長
に
な
っ
て
こ
ん
な
に
も

大
変
だ
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。

(

柿)

会
長
の
任
期
は
？

(

佐)

1
期
2
年
。
現
在

2
期
3
年
目
。
次
で
交
代

し
た
い
と
思
っ
て
い
る

(

笑)

。

(

柿)

町
会
長
は
そ
れ
ほ
ど

大
変
な
の
で
す
ね
。

(

佐)

大
変
で
す
。
町
会
も

大
変
だ
け
ど
、
町
会
の
上

に
由
木
地
区
町
会
自
治
会

連
合
会
が
あ
り
、
さ
ら
に

八
王
子
市
全
体
の
町
会
自

治
会
連
合
会
が
あ
る
。

ま
た
住
民
協
議
会(

市
民

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す

る
協
議
会)

や
、
老
人

ホ
ー
ム
の
話
し
合
い
な
ど

に
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
合
に
出
席

す
る
だ
け
で
も
大
変
。

座談会 ある日の「地域づくり推進会議」のあと、おもむろにランチ座談会に集まった
メンバーたちの会話をまとめました。

と
思
う
け
ど
、
活
動
の
負

担
も
あ
る
し
、
入
ら
な
い

人
が
増
え
て
い
る
ん
だ
と

思
う
。
ど
こ
の
町
会
も
加

入
者
が
少
し
ず
つ
減
っ
て

い
る
よ
う
で
、
分
か
り
や

す
い
特
典
と
か
が
あ
れ
ば

違
う
の
か
な
と
思
う
。

推
進
会
議
も
き
っ
か
け
に

加
入
者
を
増
や
し
て
い
け

な
い
か
と
も
思
う
。

(

柿)

桑
都
ペ
イ
で
ポ
イ
ン

ト
く
れ
る
と
か
。

(

佐)

そ
う
だ
ね
。

活
動
を
続
け
る
中
で
、

様
々
な
子
ど
も
た
ち
、
家

庭
と
繋
が
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
や
は
り
定
期
的
な

場
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と

思
い
始
め
て
。
そ
う
し
た

と
き
に
、
加
笠
さ
ん
、
高

橋
さ
ん
と
出
会
い
、
思
い

が
重
な
り
、
子
ど
も
の
居

場
所
「
ぽ
ま
る
場
」
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

(

柿)

推
進
会
議
に
は
ど
ん

な
き
っ
か
け
で
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す

か
？

(

久)

『
ぽ
ま
る
の
お
う

ち
』
を
立
ち
上
げ
て
少
し

経
っ
た
頃
に
、
子
ど
も
が

通
っ
て
い
る
保
育
園
の
園

長
先
生
か
ら
お
声
が
け
を

い
た
だ
き
ま
し
て
。
地
域

の
色
々
な
方
と
繋
が
れ
る

の
で
は
と
思
い
、
参
加
を

決
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
自
主
的
に
つ
な
が
り
が

作
り
づ
ら
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
し
。
今
ま
で

私
に
と
っ
て
「
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
」
は
、
た
だ

寝
に
帰
っ
て
く
る
だ
け
の
、

そ
ん
な
に
重
要
な
場
所
で

は
な
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
ん
な
な
か
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
こ
と
で
「
自

分
の
住
ん
で
い
る
地
域
」
と

い
う
の
が
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
い
か
に
重
要
か

と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き

ま
し
て
。
子
ど
も
は
良
く

も
悪
く
も
地
域
に
閉
じ
込

め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
ど

ん
な
大
人
が
い
て
、
ど
ん

な
場
所
が
あ
っ
て
、
ど
ん

な
体
験
が
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ

と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
に

気
が
付
い
て
か
ら
、
自
分

が
地
域
で
で
き
る
こ
と
と

い
う
の
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

(

柿)

確
か
に
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
子
育
て
は
、
地
元
を
、

地
域
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
よ
ね
。

(

久)

ほ
ん
と
に
。

(

柿)

子
ど
も
の
居
場
所

『
ぽ
ま
る
場
』
の
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

(

久
保
田
氏
（
以
降
：

久)
)

一
昨
年
『
ぽ
ま
る
の

お
う
ち
』
と
い
う
任
意
団

体
を
立
ち
上
げ
、
今
年
か

ら
「
ぽ
ま
る
場
」
を
始
め

ま
し
た
。
団
地
の
集
会
所

を
借
り
て
、
毎
週
月
曜
日

の
14
時
半
か
ら
18
時
半
ま

で
、
主
に
加
笠
さ
ん
、
高

橋
さ
ん
、
私
の
3
人(

3

人
と
も
推
進
会
議
メ
ン

バ
ー)

で
運
営
し
て
い
ま

す
。放

課
後
の
子
ど
も
た
ち

や
幼
稚
園
・
保
育
園
帰
り

の
親
子
と
、
様
々
な
画
材

や
素
材
を
使
っ
て
工
作
し

た
り
、
一
緒
に
夕
飯
を

作
っ
て
食
べ
た
り
。
工
作

の
企
画
は
加
笠
さ
ん
、
夕

飯
の
メ
ニ
ュ
ー
は
高
橋
さ

ん
が
考
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
私
自
身
も
そ
う
で
す

が
、
共
働
き
で
普
段
な
か

な
か
子
ど
も
と
一
緒
に
す

る
余
裕
が
な
い
料
理
な
ど

も
、
子
ど
も
た
ち
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

み
ん
な
で
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

(

柿)

「
ぽ
ま
る
場
」
は
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
立
ち

上
げ
た
の
で
す
か
？

(

久)

そ
れ
ま
で
『
ぽ
ま
る

の
お
う
ち
』
で
は
、
南
大

沢
近
隣
の
公
園
な
ど
で
、

単
発
の
親
子
向
け
ア
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画

を
し
て
い
ま
し
た
。

INTERVIEW_1

久保田 菜々子 氏 × 
ぽまるのおうち 代表
南大沢保育園 保護者

interviewee interviewer

柿島 孝行 氏
地域住民（由木マルシェ運営）

INTERVIEW_２

遊
び
も
食
事
も
、

す
べ
て
家
庭
の
中
で

完
結
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
が

息
苦
し
く
、
ア
ー
ト

を
介
し
て
ゆ
る
や
か

に
地
域
の
人
々
と
繋

が
っ
て
い
け
た
ら
と

い
う
思
い
で
、
南
大

沢
出
身
の
同
級
生
と

2
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

- 1 -

「地域づくり推進会議」：4ページの記事をご参照ください

(

佐)

災
害
時
に

活
か
せ
る
つ
な

が
り
が
で
き
た

り
、
メ
リ
ッ
ト

は
色
々
は
あ
る
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(

廣
田
氏)

高
橋
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

で
す
が
『
ぽ
ま
る
場
』
の
こ

と
、
何
か
や
り
た
い
け
れ
ど

１
人
で
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
、
推
進
会
議

で
久
保
田
さ
ん
、
加
笠
さ
ん

と
つ
な
が
り
が
で
き
て
、
行

動
に
移
せ
た
と
言
っ
て
ま
し

た
。高

橋
さ
ん
自
身
、
居
場
所

が
な
い
子
ど
も
が
心
配
で
、

自
分
の
団
地
で
も
居
場
所
づ

く
り
が
で
き
な
い
か
、
と

思
っ
て
い
た
そ
う
。
推
進
会

議
で
久
保
田
さ
ん
と
加
笠
さ

ん
に
出
会
っ
て
や
る
こ
と
に

な
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

(

加
笠
氏)

高
橋
さ
ん
は
、
本
当
に
色
々

な
活
動
を
さ
れ
て
い
て
、
す
ご

い
。
お
仕
事
の
合
間
に
、
小
学

校
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
中

高
生
の
居
場
所
づ
く
り
の
活
動

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

(

廣
田
氏)

推
進
会
議
の
１
年
目
が
終
わ

る
こ
ろ
に
、
八
王
子
市
の
基
本

構
想
・
基
本
計
画
「
未
来
デ
ザ

イ
ン
２
０
４
０
」
の
こ
と
を
話

し
て
い
て
、
２
０
４
０
年
の
話

を
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
代
を

担
っ
て
い
く
現
役
世
代
の
マ
マ

さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
方

が
良
い
と
い
う
意
見
が
出
て
。

市
が
保
育
園
に
声
を
か
け
た
結

果
、
久
保
田
さ
ん
が
参
加
さ
れ

『
ぽ
ま
る
場
』
の
よ
う
な
活
動

が
生
ま
れ
て
い
て
、
本
当
に
す

ご
い
。

(
飯
田
氏)

町
会
の
公
式L

I
N
E

の
メ
ン

バ
ー
を
増
や
す
た
め
に
、
八
幡

神
社
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
と

こ
ろ
、
初
詣
に
来
た
人
が
見
て

登
録
し
て
く
れ
た
。
初
詣
の
時

期
は
必
ず
列
が
で
き
て
し
ま
う

の
で
、
並
ん
で
い
る
方
が
ど
ん

ど
ん
登
録
し
て
く
れ
た(
笑)

。
(

福
澤
氏)

す
ご
く
良
い
方
法
だ
と
思
い

ま
し
た
。L

in
Na

(

南
大
沢
に
あ

る
、
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
複
合

健
康
施
設)

の
ク
ー
ポ
ン
も
付

い
て
た
。

(

柿
島
氏)

L
i
nN
a

の
田
中
麻
衣
さ
ん
、

町
会
活
動
に
も
関
わ
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

(

佐
藤
氏)

そ
う
、
若
い
人
、
関
わ
っ

て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
。

本
当
に
助
か
り
ま
す
よ
。

(

柿
島
氏)

飯
田
さ
ん
も
関
わ
っ
て
い

ら
し
た
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム

の
イ
ベ
ン
ト(

L
i
n
N
a

を
会
場

に
開
催
さ
れ
た)

、
楽
し
か
っ

た
。
そ
の
あ
と
、
廣
田
さ
ん

の
と
こ
ろ(

し
ょ
こ
ら
亭)

に

飲
み
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

廣
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
行
く
と

長
く
な
る
ん
だ
。
ず
ー
っ
と

飲
ん
じ
ゃ
う(

笑)

。

(

廣
田
氏)

そ
う
ね
。
エ
ン
ド
レ
ス
だ
か
ら
、

う
ち(

笑)

。

(

福
澤
氏)

ち
ゃ
ん
と
、
推
進
計
画
に
も
「
飲

み
会
が
増
え
た
」
っ
て
書
い
て
お
き

ま
し
た
か
ら
ね
。

(

柿
島
氏)

本
当
、
推
進
会
議
に
参
加
し
て
、

会
う
こ
と
な
か
っ
た
人
と
沢
山
つ
な

が
り
が
で
き
た
。

(

佐
藤
氏)

南
大
沢
町
会
は
、
南
大
沢
１
・
２

丁
目
な
の
で
、
３
～
５
丁
目
の
人
と

つ
な
が
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
。
大

平
公
園
の
夏
祭
り
は
南
大
沢
連
絡
協

議
会
が
中
心
に
や
っ
て
い
る
が
、
一

緒
に
や
れ
な
い
か
探
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

(

福
澤
氏)

廣
瀬
さ
ん
、
ビ
ー
ル
き
ま
し
た
！

(

み
ん
な)

う
ら
や
ま
し
い
！

飯田 公司 氏
南大沢住民協議会

TALKSESSION (50音順)

廣瀬 正直 氏
南大沢中学校
学校運営協議会 会長

加笠 葉実 氏
南大沢小学校
保護者

柿島 孝行 氏
地域住民
(由木マルシェ 運営)

廣田 晶子 氏
バラエティクラブ

福澤 由美子 氏
南大沢中学校
学校運営協議会 委員

久保田 菜々子 氏
ぽまるのおうち 代表
南大沢保育園 保護者

佐藤 昌寿 氏
南大沢町会 町会長

竹田 皓介 氏
移住者

The chats never end…
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地域づくり推進計画とは？

この計画は、八王子市が実施している「地域づくり推進事業」の一環で、地域にお住いの

方々を中心に集まり議論・検討してきた内容を記したものです。

作成に当たっては、地域の魅力や課題を洗い出し、将来の南大沢中学校区エリアがどう

ありたいか、その姿を検討・共有しながら、取り組むプロジェクトやその方法を議論してき

ました。

また、地域全体の住民等を対象としたアンケートやワークショップを実施して意見を聴取

する等、地域の多くの方々のご意見や想いを踏まえてまとめています。

地域づくり推進会議は、地域の魅力や課題を把握し、その向上や解決に向けて、地域の

多様な活動団体や住民同士、地域と行政が協働するための会議体として八王子市が設置して

います。

南大沢中学校区では令和3年（2021年）12月に設置され、2か月に1回程度集まり、地域情

報を共有、意見交換するほか、地域内や行政との連携に向けてこの計画を作成しました。今

後計画に基づいた取組を進めていきます。

地域づくり推進会議とは？

１１
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八王子市では、令和5年（2023年）3月に基本構想・基本計画「八王子未来デザイン2040」

を策定しました。この計画では、人口減少をはじめ社会的に大きな転換点となる2040年を展

望し、そこで予測される社会環境の変化に対応するための基本的な施策展開等を記載してい

ます。

2040年に予測される社会環境の変化に対応していくため、地域づくり推進計画の作成に

当たっては、地域と行政が課題を共有し、計画の策定に取り組みました。

※今回の策定に当たっては、「八王子未来デザイン2040」に変革のキーワードとして掲げる

「カーボンニュートラル」「デジタル・トランスフォーメーション（DX）」に加え、地域

と連携して取り組んでいきたい「地域防災」「公共施設マネジメント」の視点も踏まえて

検討を行いました。

計画づくりの目的 ＝ 地域づくりの推進

「八王子未来デザイン2040」より抜粋

ウェルビーイング

持続可能性。現代の世代の活動が、将来の世代の活動を損なうことなく持続できるかどうかを表す概念。サステナビリティ

スマートシティ

身体的・精神的・社会的に良好な状態にあることを意味する概念。

先進的技術の活用により、都市や地域の機能やサービスを効率化・高度化し、各種の課題の解決をはか
るとともに、快適性や利便性を含めた 新たな価値が創出された都市のこと。
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２２

「ニュータウン」ならではの地域性を活かし、

年齢や性別、出身地そして国籍を問わず、

住民をはじめとする南大沢に関わるすべての人が

安心して過ごすことができるよう、

「ゆるく」「楽しく」つながる関係性を築き

アットホームなまちにしたい。

より良いまちが後世につづくように、

豊かな緑の保全やスマートシティの取組によって、

快適性・利便性を向上させていきたい。

将来ビジョン
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３３ アクションプラン

将来ビジョンの実現に向けた地域づくり活動の方向性は次のとおりです。

南大沢夏まつり

南大沢八幡神社

地域ぐるみの

体制づくり

• 地域づくり推進会議に

おいて、地域の様々な

住民・団体が連携でき

る体制づくりを目指し

ます。

• 地域で活躍する住民・団体がそ

れぞれの役割や活動を知る、

きっかけづくりに取り組みます。

• 多彩な地域活動を活かし、誰も

が楽しめ、誰でも受け入れる交

流の機会・場づくりに取り組み

ます。

みんながつながる

機会・場づくり

地域の魅力になる

人材の発掘・育成

• 今後、取組を進めてつながりを増や

し、地域の人材を掘り起こします。

• 地域活動に参加し、活動の楽しさを

感じてもらうことで、地域の魅力を

受け継ぐ人を育成します。

地域の魅力になる

資源の活用

• 地域の公共施設などの資源を

つながる場として活用します。

• 地域の大学、企業、商店街など

と連携し、地域の魅力を高めて

いきます。

- 7 -

南大沢中郷公園



４４ アクションプランの進め方

いっしょに活動しませんか？

活動参加者募集中！

「アクションプラン」での地域づくり活動の方向性を念頭に、小さくても、できるところ

から取り組んでいきます。

いま、取り組んでいる活動を共有・紹介する「プロジェクトＰＲシート」をインターネッ

トで閲覧できますので、ぜひご覧ください。

プロジェクトPRシート

はこちらから！

URLは奥付参照

「情報まどぐち」

グループが作るサイトは

こちら

＜南大沢中学校区 情報サイト＞

https：//minamiosawa.com
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５５ 南大沢ってこんなまち
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魅力 ～こんなステキなところがあります～

南大沢輪舞歩道橋

多
摩
ニュータウン通り沿いの菜の

花

ルリビタキ

遊歩道

整った都市基盤

• 都市基盤が整い、災害に強い。

• 南大沢駅周辺が遊歩道でつながり、

街中は歩車分離がなされて安全で

快適に歩くことができる。

• 起伏のある地形により、散歩コース

の選択肢が豊富にある。

• 交通アクセスが良い。

• 近場で買い物が済ませられ、教育

施設等もコンパクトにまとまり利便

性が高い。

• 自然環境が豊かでみどりが多く、

珍しい植物が多い。

• 四季折々の自然景観を楽しむ

ことができる。

• 公園や広場が随所にある。

みどり豊かなまち

• 地域活動が盛んで参加できそう

な活動が豊富にある。

• スマートシティの取組など、

先進的な取組が行われている。

• 地域のお祭りを行うなど文化的

な活動に長けている人をはじめ、

多彩な人材がいる。

多様で多彩な

地域資源のあるまち
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課題 ～足りていないのはこんなところ～

南
大
沢市民センターまつ

り

八
王
子
にほんごの会「第24回スピーチ

大
会

」

• 活動する組織は多いが、全体

をまとめて住民や組織間、行

政との架け橋となる組織や

コミュニティがない。

• 住民参加で地域の方向性を

決める仕組が必要。

地域全体をまとめる
組織がない

• 少子高齢化を見据え、自主性の

ある若手地域人材の育成が必要。

• 豊富な知識・経験を持つ地域人材

にも活躍してもらうことが必要。

• 地域周辺の大学や企業などとのつ

ながりが希薄であり、連携を深め

担い手を増やしていく必要がある。

担い手の不足

• 少子化や新型コロナウイルス感染症等の

影響により、子ども会の解散、地域の

イベントが縮小・中止。つながるきっか

けづくりとして、イベントの再開が必要。

• 高齢者等の日常的な孤立や、災害時など

の孤立を防ぐため、子どもから高齢者ま

でがつながる機会が必要。

• 気軽に集まれる場所として、地域資源の

活用が必要。

• デジタル技術も活用し、だれもがつなが

ることができる仕組が必要。

つながる機会・場の不足

• 多数ある地域団体の活動情報

など、地域情報の集約が必要。

• 年代や国籍などの属性に応じた、

情報共有手段の検討が必要。

地域情報共有の不足

• しがらみのない「ニュータウン」が

良いと思う人のことも尊重しつつ、

つながることの重要性について意識

づけが必要。

つながる意識の不足
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６６ 地域づくり推進会議 メンバー紹介

知らない団体を

知れた！

地域のSNS発信が

活発になった

飯田 公司

南大沢住民協議会

磯田 哲夫

南大沢柚子の実会 会長

今泉 陽一

南大沢連絡協議会 顧問

加笠 葉実

南大沢小学校 保護者

木村 行美

ふれあい・いきいきサロン
（グリーンカフェ）

榊 啓子

特定非営利活動法人
NPO フュージョン長池

佐藤 昌寿

南大沢町会 町会長

髙津 修一

南大沢小学校学校運営協議会
副会長

柿島 孝行

地域住民（由木マルシェ運営）

久保田 菜々子

ぽまるのおうち 代表
南大沢保育園 保護者

地域づくり推進会議に参加して変わったこと
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田中 義徳

西由木コミュニティパーク
代表

廣瀬 正直

東京都応急危険度判定員
南大沢中学校学校運営協議会
会長

田中 茂

青少年対策南大沢地区委員会
会長

廣田 晶子

バラエティクラブ

福澤 由美子
南大沢中学校学校運営協議会
委員

宮武 茜

八王子にほんごの会
柏木小学校学校運営協議会
委員

吉村 由美

第20地区 民生委員・児童委員

高橋 今日子

南大沢小学校学校運営協議会
委員会
みなみ会HSS（南大沢小学校地区
放課後子ども教室・サタデー
教室）代表

清水入緑地の

再生プロジェクトで

憩いの空間に！

仲間が増えた！

飲み会も！

田中 麻衣

南大沢町会 活動推進化部会
部会長

竹田 皓介

移住者

地域住人との

つながりが出来た！
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※メンバーが持つ画用紙には、推進会議や地域活動に対するそれぞれの思いを書いています。



地域づくりのこれから

連携・
支援・共創

設置・運営

全体会

役員会

地域づくり推進会議

八王子市

活動組織

プロジェクト
の実行

無理なく楽しくほどほどに！

地域づくりの推進に関する検討・共有の場

地域づくり推進会議の参加者全員で実施

全体会 とは

●開催頻度 １～２か月に１回

●主な目的

参加団体間の連携・調整・補完・情報共有

行政との連携・調整・相談・検討

全体会運営のための調整・相談の場

地域づくり推進会議参加者の代表者で実施

役員会 とは

●開催頻度 通常は全体会前に１回

●主な目的

全体会の運営に関する調整・相談

プロジェクトを実行する組織

地域づくり推進会議参加者を中心に、

賛同する新たなメンバーも随時参加可

活動組織 とは
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南大沢駅前でのイベント

南大沢中学校区の風景

南
大
沢総合センター フレスコ南大

沢

東京都立大学の桜並木
キャンドルナイト（南大沢中郷公園)

関連情報のURL

P2下 MAY.DELICA & BAR

Instagram：https://www.instagram.com/may.delicaandbar_official/

P8上 プロジェクトPRシート
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/shisei/001/001/chiiki/p033372.html

P8上、P11下 南大沢中学校区 情報サイト
https：//minamiosawa.com

P9上 南大沢中学校区地域カルテ
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/shisei/001/001/chiiki/p030905_d/fil/minamioosawatiikikarute.pdf

遊歩道の紅葉
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